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! 一般ニュース "

評議会（１月２２日（火））承認事項

副学長選考内規の暫定措置を定める内規の制
定

東京大学副学長選考内規第３条に関する暫定措置を定め

る内規

今後の運営等を勘案し、副学長の任期の周期をそろえ
るため、東京大学副学長選考内規第３条の規定にかかわ
らず、平成１４年度予算において最初に選出される副学長
の任期に係る暫定措置を定めたものである。

附 則
１ この内規は、平成１４年１月２２日以後において、国立
学校設置法施行規則に東京大学の副学長３名とする規
定が置かれたときに、その規定の施行の日から施行す
る。

２ この内規は、平成１５年３月３１日限り、その効力を失
う。

東京大学安全管理委員会規則の制定

全学委員会の再編見直しに関し、先ごろ全学委員会再
編ＷＧにおいて報告書を取りまとめ、その報告書をふま
えて、安全管理関係委員会を再編統合するため、この規
則が制定された。

東京大学安全管理委員会規則
（設置）
第１条 東京大学における火災、自然災害、大規模事故、
環境汚染、放射線等に関する安全管理を総括・監督す
るため、東京大学に、東京大学安全管理委員会（以下
「委員会」という。）を置く。
（任務）
第２条 委員会は、総長の管理の下に、次の各号に掲げ
る事項を調査審議し、必要に応じて総長に勧告を行う
とともに、総長の指示に基づいて各部局に対する指
導・助言を行う。
!１ 安全管理体制等の実態の把握及び関連資料の整備
!２ 具体的な安全対策の審議及びその実現施策の策定
!３ 全学的な安全教育・予防対策等に関する立案及び
その実施又は各部局への実施要請

!４ 総合的安全管理マニュアルの策定及び緊急事態発
生時の連絡、広報、対策実施の体制・分掌等の整備

!５ 前各号に定めるもののほか、東京大学における安
全管理に関し必要な事項

（組織）
第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって
組織する。
（委員長及び副委員長）

第４条 委員長は、総長が指名する副学長をもって充て
る。

２ 副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。
（委員）
第５条 委員は、次の各号に掲げる者に総長が委嘱する。
!１ 別表第１に定める各キャンパスから、部局長の互
選で選出される委員

!２ 第８条第１項に定める各部会の長
!３ 広報委員会委員長
!４ 交通問題委員会委員長
!５ 医学部附属病院長
!６ 別表第２に掲げる学内共同教育研究施設及び全国
共同利用施設の長

!７ 事務局長、企画調整官及び事務局の各部長
!８ 前各号で掲げた者のほか総長が必要と認めた東京
大学の教職員

２ 第１項第１号及び第８号に定める委員の任期は、２
年とする。ただし、再任を妨げない。

３ 第１項第１号及び第８号に定める委員に欠員が生じ
た場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
（委員以外の出席）
第６条 委員長は、必要があると認めるときは、関係者
を出席させることができる。
（招集及び議長）
第７条 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。
（部会）
第８条 委員会は、その総括の下に、特定の事項を処理
させるため、次の各号に掲げる部会を置く。
!１ 防火・防災対策部会
!２ 環境安全部会
!３ 放射線安全部会

２ 委員会は、前項に掲げるもののほか、必要に応じて
各種のワーキング・グループ等を置くことができる。

３ 前２項に規定する部会及びワーキング・グループ等
の任務、組織及び運営に関しては、委員会が別に定め
る。
（庶務）
第９条 委員会の庶務は、事務局総務部総務課において
処理する。

２ 各部会の庶務は、次の各号に定めるところによる。
!１ 防火・防災対策部会の庶務は、事務局学生部学生
課及び総務部総務課において処理する。

!２ 環境安全部会の庶務は、事務局施設部企画課にお
いて処理する。

!３ 放射線安全部会の庶務は、事務局研究協力部研究
協力課において処理する。

（補則）
第１０条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に
関し必要な事項は、委員会の定めるところによる。

附 則
１ この規則は、平成１４年４月１日から施行する。
２ 東京大学防火管理委員会規程（平成９年３月１８日制
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定）、東京大学環境安全委員会規則（昭和４９年１０月１５
日制定）、東京大学放射線安全委員会規則（昭和３５年
９月２０日制定）及び東京大学防火管理者会議規程（平
成９年３月１８日制定）は、廃止する。

３ 本規則施行の際、現に東京大学防災対策委員会、東
京大学環境安全委員会及び東京大学放射線安全委員会
の委員及び委員長であるものは、その時において、そ
れぞれ本規則第８条第１項に掲げる防火・防災対策部
会、環境安全部会及び放射線安全部会の部会員及び部
会長となるものとする。

４ 東京大学防火管理規程の一部を次のように改正する。
第８条及び第９条を次のように改める。
第８条及び第９条 削除
第１４条中「総長」を「東京大学安全管理委員会の議

を経て総長」に改める。
５ 東京大学防災基本規則の一部を次のように改正する。

第２章を次のように改める。
第２章 削除

第３条から第１３条までを次のように改める
第３条から第１３条 削除

第３５条中「委員会」を「東京大学安全管理委員会」
に改める。

名誉博士の称号授与

東京大学は、昨年１２月に東京大学名誉博士称号授与制
度を創設したところであるが、このたび本制度に基づき、
最初の被授与者に、アマルティア・セン博士（ケンブ
リッジ大学トリニティ・カレッジ学長）を決定した。
同氏は、開発と貧困の問題に関する研究業績により、

広汎な学問分野にインパクトを与え、世界の学術文化の
発展に対しすぐれて顕著な貢献をなしたものとして、授
与が決定されたものである。１９９８年にノーベル経済学賞

を受賞している。
授与式及び記念講演会は、平成１４年２月１９日（火）に

開催する。

評議会（１月２２日（火））報告事項

大学間学術交流協定

・東京大学とパジャジャラン大学との間における学術交
流に関する大学間協定の締結

・東京大学とジョンズ・ホプキンス大学との間における
学術交流に関する大学間協定の更新

・東京大学とヘルシンキ工科大学との間における学術交
流に関する大学間協定の更新

・東京大学とノルウェー高等教育連合との間における学
術交流に関する大学間協定の更新

平成１４年度入試に伴う臨時措置（本郷関係）
について

第２次学力試験（前期日程）の実施に伴う入構制限等の
臨時措置（本郷関係）について

平成１４年度の第２次学力試験 前期日程（平成１４年２
月２５日（月）・２６日（火）・２７日（水））の実施のため、
次のとおり入構制限等の臨時措置をとることとする。た
だし、２月２７日（水）は、法文１・２号館（文学部）及
び山上会館の建物について、入館制限等の臨時措置をと
ることとする。
１．授業の休止
第２次学力試験（前期日程）
平成１４年２月２２日（金）
…試験場準備のため、試験に使用する教室につい
て、原則として午後の授業は休止する。

平成１４年２月２５日（月）・２６日（火）
…試験当日のため、授業は休止する。

２．試験場区域
試験場区域を次のとおり設定する。
!１ 本郷区域（本郷構内から本部庁舎・附属病院・第
二食堂建物・環境安全研究センターを除く区域）

!２ 農学部区域（弥生キャンパスから地震研究所・農
学部グラウンド・野球場を除く区域）

３．入構制限等
!１ 入構許可

試験当日は、「受験者」、「本学教職員」、「研究の
ために特に入構を必要とする本学学生・研究生」及
び「特に入構を許可された者」は入構できるが、そ
の他の者の試験場区域への入構は禁止する。
なお、試験場区域においては、試験の妨げになら

ないよう静粛にすること。

別表第１（第５条関係）

キャンパス名 委員数
本郷地区キャンパス ２
弥生地区キャンパス １
柏地区キャンパス １
駒場Ⅰ地区キャンパス １
駒場Ⅱ地区キャンパス １
白金地区キャンパス １
中野地区キャンパス １

別表第２（第５条関係）

保健管理センター
アイソトープ総合センター
原子力研究総合センター
環境安全研究センター
情報基盤センター
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!２ 「身分証明書」の提示
入構に際しては、次のとおり「身分証明書等」を

提示するものとする。
!１ 「本学教職員」 …………………「身分証明書」
※「入試実施本部関係教職員」は、「入試統一腕
章」を着用する。

!２ 「研究のために特に入構を必要とする本学学
生・研究生」………………「学生証・研究生証」

!３ 「特に入構を許可された者」…「入試特別入構証」
※「入試特別入構証」は、第２次学力試験（前期
日程）用とする。

４．試験場区域への入・出構は、次によるものとする。
!１ 本郷区域
!１ 「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要
とする本学学生・研究生」及び「特に入構を許可
された者」
正門、赤門、弥生門及び薬学部角・理学部化学

館角・第二食堂前臨時ゲート
!２ 「受験者」

正門、弥生門及び薬学部角・理学部化学館角・
第二食堂前臨時ゲート
なお、赤門からの入構は、正門の混雑時及び雨

天・降雪時に限り中央実施本部の判断により使用
する。

!２ 農学部区域
!１ 「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要
とする本学学生・研究生」及び「特に入構を許可
された者」
農正門及び南門

!２ 「受験者」
農正門

!３ 上記の各門及び臨時ゲート以外からの立ち入りを
禁止する。
なお、龍岡門及び池之端門は平常通りとする。

備 考
１．報道関係者等
「報道関係者等」は、腕章による識別ではなく、広報
委員長の発行する「入試特別入構証」により入構を認め
る。
なお、報道関係者等への対応は広報委員長を通じて行

う。
２．その他
!１ 試験場区域への車両による入・出構は、原則とし
て認めないが、やむを得ない事由のある者の入・出
構は、薬学部角・第二食堂前臨時ゲート及び弥生
門・農正門とする。

!２ 附属病院の業務は平常通りとなっており、附属病
院の業務に関連して、試験場区域に入構する必要が
ある場合には、「教職員」については「身分証明書」、
「学生・研究生」については「学生証・研究生証」、
「その他の者」については「入試特別入構証」を必
ず提示すること。

平成１４年度大学入試センター試験終わる
――本学は６試験場２５１試験室で――

平成１４年度大学入試センター試験は、１月１９日（土）、
２０日（日）の両日にわたって実施された。
全国の志願者数は６０２，０９０人で、国公立大学（１６８校）

及び大学入試センター試験に参加した私立大学（３１０校）
で一斉に行われた。
本学では、１３，４１２人の志願者が、本郷・駒場の両キャ

ンパスと都立高等学校１校（白毆鴎）・私立高等学校５校
（富士見丘、海城、共立女子、開成、郁文館）の６試験
場２５１試験室で受験した。第１日目の「外国語」では、
１２，１４０人が受験し、志願者総数に対する受験率は９０．５％
（前年度８９．４％）であった。

第２次学力試験（前期日程・後期日程）の出
願受付終わる

平成１４年度第２次学力試験の願書受付が１月２８日（月）
から始まり、２月６日（水）に締め切られた。
志願者数は次のとおりである。

前期日程入学志願者数等

科 類
募 集
人 員

志 願 者 数 倍 率
前 年 度
の 倍 率

文科一類 ５４４ １，７４０ ３．２ ３．２

文科二類 ３２７ １，１８９ ３．６ ３．１

文科三類 ４３２ １，３０３ ３．０ ３．３

理科一類 １，０２５ ２，６７７ ２．６ ２．９

理科二類 ４９２ ２，０６０ ４．２ ４．２

理科三類 ８０ ４０６ ５．１ ５．０

合 計 ２，９００ ９，３７５ ３．２ ３．３

後期日程入学志願者数等

科 類
募 集
人 員

志 願 者 数 倍 率
前 年 度
の 倍 率

文科一類 ６１ １，２０９ １９．８ １７．９

文科二類 ３８ ５００ １３．２ １８．１

文科三類 ５３ ７５０ １４．２ １４．６

理科一類 １２２ １，６９６ １３．９ １８．６

理科二類 ５９ ５８６ ９．９ １０．４

理科三類 １０ １５６ １５．６ １５．７

合 計 ３４３ ４，８９７ １４．３ １６．３
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平成１４年度外国学校卒業学生特別選考の願書
受付終わる

平成１４年度外国学校卒業学生特別選考の願書受付は、
第１種が１２月１９日（水）、第２種が１１月２１日（水）に締
め切られた。
志願者は、第１種（外国人）１１７人、第２種（日本人）

１１０人、合計２２７人で前年度より１５人増であった。
今後は、書類審査による第１次選考を行い、その合格

者には２月２５日（月）から第２次選考を実施する。

なお、志願者の種別の人数、国籍等（第１種）及び修
学先の所在国名等（第２種）の内訳は、次のとおりであ
る。
【第１種】（国・地域）
中国 ８５人 マレーシア ２人
韓国 ２１人 ベトナム １人
インドネシア ４人 ミャンマー １人
モンゴル ２人 エクアドル １人

（合 計）１１７人
【第２種】
アメリカ ４８人 イタリア １人
イギリス １３人 マレーシア １人
カナダ ６人 スイス １人
オーストラリア ４人 インドネシア １人
フランス ４人 フィンランド １人
ドイツ ４人 エジプト １人
シンガポール ４人 パキスタン １人
中国（香港） ３人 イスラエル １人
オランダ ３人 チリ １人
中国 ２人 モロッコ １人
ニュージーランド ２人 ブルネイ １人
ブラジル ２人 ポルトガル １人
スペイン １人 ノルウェー １人

ロシア １人

（合 計）１１０人

第２次学力試験（前期日程）及び外国学校卒
業学生特別選考の受験者数決まる

本学の平成１４年度第２次学力試験（前期日程）の第１
段階選抜が行われ、２月１２日（火）午後、本郷構内にお
いて合格者が発表された。また、外国学校卒業学生特別
選考第１次選考も行われ、１月下旬に各人あて通知され
た。
これにより、２月２５日（月）・２６日（火）及び２７日（水）

に、本郷・駒場の両地区試験場において行われる前期日
程の第２次学力試験及び外国学校卒業学生特別選考第２
次学力試験の受験者数が確定した。
なお、各科類の合格者数は下表のとおりである。

平成１４年度外国学校卒業学生特別選考願書受付数

種別
科類

第 １ 種 第 ２ 種 合 計

平成１４年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１３年度

文科一類 ５件 １４件 ２７件 ２９件 ３２件 ４３件

文科二類 ３０ ２４ ２３ ２６ ５３ ５０

文科三類 １７ １５ ２６ ２５ ４３ ４０

理科一類 ５４ ３２ １９ ２１ ７３ ５３

理科二類 １１ ６ ９ ７ ２０ １３

理科三類 ０ ２ ６ １１ ６ １３

合 計 １１７ ９３ １１０ １１９ ２２７ ２１２

前期日程第１段階選抜結果

科類
募 集
人 員

志 願
者 数

倍 率

第１段階選抜 合格者科類別成績

合格者
予 告
倍 率

最高点 最低点 平均点

文科
一類

５４４１，７４０ ３．２１，６３２ ３．０ ７６０ ４９２６３８．９４

文科
二類

３２７１，１８９ ３．６ ９８４ ３．０ ７５２ ５８２６４７．８１

文科
三類

４３２１，３０３ ３．０１，３０３ ３．０ ７５８ １８５６３７．５５

理科
一類

１，０２５２，６７７ ２．６２，５６４ ２．５ ７６３ ５９８６７４．２３

理科
二類

４９２２，０６０ ４．２１，７３０ ３．５ ７６１ ６０１６５８．４７

理科
三類

８０ ４０６ ５．１ ３２１ ４．０ ７７１ ６５２７０３．０７

合計 ２，９００９，３７５ ３．２８，５３４

外国学校卒業学生特別選考第１次選考結果

科 類

第１種（外国人） 第２種（日本人）

志願者数
第１次
合格者

志願者数
第１次
合格者

文科一類 ５ １ ２７ １３

文科二類 ３０ ８ ２３ ８

文科三類 １７ ６ ２６ ９

理科一類 ５４ １２ １９ ８

理科二類 １１ ６ ９ ６

理科三類 ０ ０ ６ ３

合 計 １１７ ３３ １１０ ４７

２００２．２．１４ №１２２９
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平成１３年度科学研究費補助金の交付状況

平成１３年度科学研究費補助金の交付状況が、ほぼまとまった。別表は、本学関係者が研究代表者となっている研究課題の交付件数・交付金額を部局別、研究種目別に表にし
たものである。なお、交付件数・交付金額は、今後若干の増減がある見込みである。 №

１２２９
２００２

．
２
．
１４
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平成１４年度科学研究費補助金の研究計画調書提出状況

平成１４年度科学研究費補助金の研究計画調書提出状況がまとまった。

別表は、平成１３年１１月２２日付けで提出した計画調書を部局別、研究種目別に集計したものである。

２００２
．
２
．
１４

№
１２２９
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! 部局ニュース "

退官教官の最終講義

このたび、本学を退官される方々の最終講義・講演等
の日程と題目をお知らせいたします。

大学院農学生命科学研究科・農学部

瀬尾 康久 教授
（生物システム工学大講座
生物プロセス工学）

３月２２日（金）１５：００～１６：００
農学部７号館Ａ棟１１４・１１５講義室
「農産機械学・生物プロセス工学の
研究を振り返って」

東洋文化研究所

後藤 明 教授
（西アジア研究部門）

３月７日（木）１４：００～１６：００
東洋文化研究所３階大会議室
最終研究発表会「ムハンマド伝再考」

理学系研究科附属原子核科学研究センター実
験準備棟完成祝賀会開催される

原子核科学研究センターは、平成１２年４月から理化学
研究所加速器研究施設との共同研究を開始した。これは、
東京大学と理化学研究所との研究協定に基づくものであ
る。今回、装置・検出器の開発や関連加速器技術の開発
を行うための拠点として、３階建て、延べ約１２００平方
メートルの実験準備棟が理化学研究所加速器施設の脇に
建設された。１階には、大型の装置開発が可能な電力、
冷却水などの設備や、検出器製作のクリーンルームなど
が整備された。
平成１３年１０月３１日、実験準備棟の完成記念式典が挙行

された。式典は、小間副学長、佐藤理学系研究科長、酒
井センター長によるテープカットで始まり、実験準備棟
および実験施設が披露された。共同研究の施設として、
新たに原子核科学研究センターが導入した低エネルギー
２次ビーム生成分離器（ＣＲＩＢ）と田無キャンパスか
ら移設した反応粒子高分解能分析器（ＰＡ）の見学会を
行った。なかでも、重点的に開発を進めてきたＣＲＩＢ
の最初の実験の様子などが紹介された。
引き続いて行われた祝賀会では、小間副学長、小林理

化学研究所理事長、佐藤理学系研究科長から、理化学研
究所と東京大学の共同研究の重要性と原子核科学研究セ
ンターへの強い期待が述べられた。酒井センター長から
は、ＣＲＩＢでの最初の研究成果についての報告があり、
ついで同センターのこれからの展望についての決意が述
べられた。
式典に続いて、高エネルギー加速器研究機構の大強度

陽子加速器統合計画プロジェクトリーダー永宮教授のご
発声を合図に祝宴がもたれた。
東京大学からは本部事務局、理学部事務局の関係者、

理化学研究所からは本部事務部、リングサイクロトロン

研究施設関係者を含む約１１０名であった。多くの方々か
ら祝辞をいただき、和やかな歓談の後、会は午後８時に
終了した。

（大学院理学系研究科附属原子核科学研究センター）

佐々木総長が教育学部附属中等教育学校で授
業

１２月１日（土）、完成したばかりの教育学部附属中等教
育学校総合教育棟３階の実習・実験室で佐々木毅総長が
授業をされた。「政治と経済政策―小泉内閣と浜口内閣
をめぐって」と題した授業には５年生（高２）２７名、教
員９名が参加した。佐々木総長に学内便で送っていただ
いたＮＨＫ放映のビデオ『ドキュメント昭和 世界への
登場』で前日に予習して生徒は臨んだ。高校生を前にし
て佐々木総長は、「西洋の政治思想を研究して今ようや
く日本の政治にたどりついた」と前置きされ、日本史の
授業でどのくらい学んだかを質問された。
「日本史の教科書で「金解禁」というのは金本位制に
することです。金本位制は国内に金をためてその金と交
換できる紙幣を発行して国際的信用を高めて輸出を増や
そうとする政策です」「浜口雄幸首相と井上準之助蔵相
は金本位制を実現するために軍事費と公共事業を減らそ
うとした」「しかし、当時の反対勢力は『我田引鉄』と

№１２２９ ２００２．２．１４
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言って自分の選挙区に鉄道を引こうとした。現在でも小
泉内閣の下で『抵抗勢力』が高速道路を引こうとしてい
ることに似ています」
佐々木総長の授業は、プリントも板書もない授業で

あったが生徒は聴き入っていた。「アメリカに借金をし
ながらアメリカと戦争をする矛盾、日本陸軍で軍人たち
が最も喜んだことはアメリカ製のフォードやＧＭのト
ラックを買って乗りまわすこと、緊縮財政を進めるには
軍事費を削ること、金解禁政策は「台風に向かって家の
窓を開けるようなものだ」と言われたとか、「公共授業
をなくすと総合教育棟のような立派な建物はできませ
ん」「浜口内閣も『ライオン』と言われたが小泉さんも
頭が『ライオン』で共通点があります」このような佐々
木総長の歴史を語る言葉に生徒は聴き入り、時に笑いを
起こした。
そして、「戦前の政治家は政策を実行しようすると枢

密院、貴族院、軍部や元老などと交渉しなければならな
いので、今の政治家より大きさにおいてはずっと上であ
る。だから小泉さんが今『抵抗勢力』と戦っていると報
道されているが、浜口首相の方がいかに大きな『抵抗勢
力』と戦ったかがわかります」と言って城山三郎著『男
子の本懐』（新潮文庫）を紹介された。「歴史にはいろい
ろな側面があるので固定的な狭い見方をするのでなく、
いろいろな側面から見てほしい。そして歴史を楽しんで
ほしい。」という言葉で授業を結ばれた。生徒の感想の
一端を紹介しよう。
「普通の授業とは違ったはりつめた空気があり、けっ
こう緊張しながら聴いていた。途中、冗談も交ざってい
たし歴史の流れもわかりやすい授業だったと思う。（中
略）とても興味深い授業だった。本物の講義とはこうい
うものなのだろうか。参加できたのを嬉しく思う。大切
な経験になるだろう。一生の思い出だ。」（男子）
総長・副学長の授業に参加していつも思うことは来て

いただいてよかったという生徒の感想そのものと附属学
校の教員の授業に大きな刺激を与えていただいているこ
とである。

（教育学部附属中等教育学校）

生産技術研究所で第１５回学術講演会「環境問
題の視点からこれからの工学研究を考える」
開催される

生産技術研究所は、１月２２日（火）第１５回生研学術講演
会を開催した。
生研学術講演会では、工学研究・教育のあり方につい

て毎年議論を重ねてきているが、今回は「環境問題の視
点からこれからの工学研究を考える」をテーマに、環境
評価で推し量る人類社会の持続可能性、地球規模の環境
保持につながる資源リサイクルの研究、我々の生活に密
着した騒音や、シックハウスなどの具体的な問題が取り
上げられた。
講演会は、坂内正夫所長の挨拶に始まり、安井至教授

の「ライフサイクルアセスメントで測る持続可能性」、
岸利治助教授の「コンクリート資源の循環利用」、加藤
信介教授の「室内環境汚染」、加藤千幸助教授の「流体
騒音の予測と低減」、石井勝教授の「LEMP－雷放電に
伴う電磁界パルス」の各講演が行われた。
当日は、様々な方面の聴講者が訪れ、講演に耳を傾け

るとともに、講演後は熱心な質疑応答もあり、今回の
テーマに対する関心の高さがうかがわれた。

（生産技術研究所）

講義をされる佐々木毅総長

２００２．２．１４ №１２２９
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史料編さん所「第六回史料学セミナー」終わる

本年度で第６回目となる史料編さん所主催の公開講座
「史料学セミナー」が、１月１２日に、延べ４日間の講義
日程を終了した。本セミナーは、「史料学」を大きなテー
マとして掲げ、古代から維新期までの日本史史料につい
て、昨年１１月から１月の土曜日、日曜日の午後に各２講
ずつ計８講の講義を行った。講師と題目については、学
内広報（７月１１日付１２１８号）に掲載した受講者募集案内
の通りである。また、本所ホームページでも募集・内容
説明を行った。応募者多数のため、定員３０名のところを
４０名まで増やして受講者を受け入れ、最終日には、受講
者３８名に対し、加藤友康所長より修了証を授与した。
本年度の史料学セミナーは、史料編さん所の史料集発

刊１００周年記念事業の一環として、本所が東京国立博物
館と共催した特別展「時を超えて語るもの－史料と美術
の名宝－」の展示史料と連動した講義内容であった。４
日間のうち２日間（１２月１５・１６日）は、会場を東京国立
博物館資料館のセミナー室に移し、同館の島谷弘幸氏に
も講師陣に加わっていただいた。各講師とも熱のこもっ
た講義を行い、特別展と連動した講義内容・構成ともあ
いまって、受講者に好評を博した。

（史料編さん所）

国際シンポジウム「歴史学と史料研究」の開
催

１月２５日（金）・２６日（土）、史料編纂所の史料集発刊
１００周年記念事業の一環として国際シンポジウム「歴史
学と史料研究」が山上会館において開催された。第１日
は、加藤友康史料編纂所長の開会挨拶、近藤成一史料編
纂所教授の問題提起に続いて、ペーター・モーラフドイ
ツギーセン大学教授、オリビエ・ギヨジャナンフランス
国立古文書学校教授、李成茂韓国国史編纂委員会委員長、
アントニ・ウセレル上智大学講師の４氏により、ドイ
ツ・フランス・韓国・イエズス会のそれぞれにおける史
料の調査・研究・編纂に関する諸問題が報告され、討議
された。なおギヨジャナン氏は急用により来日できな
かったため、あらかじめ用意された原稿にもとづき、渡
辺節夫青山学院大学教授により報告内容がコメントをつ
けて紹介された。第２日は、宮地正人国立歴史民俗博物
館長、マーガレット・メールデンマークコペンハーゲン
大学講師、小路田泰直奈良女子大学教授、デトレフ・タ
ランチェフスキドイツボン大学講師、ジョン・Ｓ・ブラ
ウンリーカナダトロント大学教授、ロナルド・トビ本学
人文社会系研究科教授により、史料編纂所を中心とする
史学史上の諸問題が報告され、討議された。第１日午前
中には佐々木毅総長の祝辞があり、また夕刻には会場の
山上会館ロビーにおいてレセプションが行われ、石井紫
郎総合科学技術会議常任議員（本学元副学長）の発声で
乾杯した後、参会者がなごやかに懇談した。シンポジウ

▲吉田成技術専門職員による

「史料写真の保存と復元」講義風景

▲修了証授与式

№１２２９ ２００２．２．１４
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ム参加者は特設第２会場を合わせて延べ約４００名であっ
た。

（史料編さん所）

ソウル国立大学混声合唱団・東京大学音楽部
コールアカデミージョイントコンサート開催
される

１月１６日（水）午後６時３０分から文京シビックホール大
ホールにおいて韓国「ソウル国立大学混声合唱団」と本
学の「東京大学音楽部コールアカデミー」のジョイント
コンサート東京公演が開催された。
このジョイントコンサートは、２００２年サッカー・ワー

ルドカップが日韓共催で開かれることを記念すると共に、
２００２年日韓国民交流年記念事業の一つとして、双方の合
唱団が日韓両国と両大学を相互訪問し日韓のアマチュア
合唱文化を相互紹介することにより、両国民の音楽文化
の発展と友好関係の深まりを目指すイベントとして、双
方の学生同士の主体的な取り組みにより実施されたもの
である。
東京公演に先立ちソウル公演が１月１３日（日）にソウル

市内のソウルアートセンターで行われ、３，０００人を超え
る観客を集め盛況に終了していた。
東京公演の前日１月１５日（火）には、ソウル国立大学混

声合唱団の学生及び関係教職員を招いてのレセプション
が山上会館１階談話ホールで催された。ソウル国立大学
からは音楽部長の成宏模（ソン・コェンモ）教授を始め
学生・教職員合わせて１００名を超す参加者があり、本学
からは佐々木毅総長、矢川元基音楽部長（工学系研究科
教授）を始め音楽部コールアカデミーの学生及び関係教
職員５０名が参加し、盛会の内に両大学の友好を深めた。
１月１６日当日、コンサート会場には佐々木総長を含め

約７５０名の観客が訪れ両大学合唱団の歌声に熱心に聞き
入っていた。ステージは第１ステージから第５ステージ
までの構成に分かれ、第１と第３ステージをソウル大学
混声合唱団が、第２と第４ステージを東京大学音楽部
コールアカデミーがそれぞれ受け持ち、自国の民謡や民
謡を基本にして作曲された合唱曲、また、宗教音楽やル
ネッサンス期の合唱曲が披露された。第５ステージでは

両合唱団が合同でステージに立ち、オーケストラの伴奏
のもとヘンデルの合唱曲「メサイヤ」が演奏された。ど
のステージでも演奏の前と後に観客席から暖かい拍手が
大きく寄せられ、両合唱団に強い励ましとなった。
第５ステージ終了の後アンコールのステージでは、両

合唱団合同で両国の民謡・童謡が披露されたが、全ての
演奏が終了した後一段と強い大きい拍手が長く寄せられ
た。ソウル公演に比べ観客数は少なかったものの、拍手
の大きさ暖かさは、ソウル大学混声合唱団への歓迎と合
唱レベルへの賞賛を、そしてこの公演が成功であったこ
とを物語っていたように思われた。
今回のジョイントコンサートは、昨年６月にソウル大

学混声合唱団から音楽部コールアカデミーに対し呼びか
けがあったことによりスタートし、学生同士による手作
りのイベントとしては初めての試みであり不安と戸惑い
もあったが、双方の合唱団の協力と連携により無事成し
終えることができた。双方の学生にとって貴重な経験と
なったが、何よりも大きな収穫は、共同で事業を進める
中で連帯感と友情が強く培われたことにあったようである。
最後に、今回の企画に対し助成をいただいた「日韓文

化交流基金」と「国際交流基金」に、また後援をいただ
いた「ソウル大学」「２００２年FIFAワールドカップ韓国
組織委員会」「２００２年FIFAワールドカップ日本組織委
員会」「在大韓民国日本大使館」「在日本大韓民国大使館」
「日本国外務省」「大韓民国文化交流部」「東京大学同窓
会連合会」に、さらに学内で大きく支えてくださった

音楽部コールアカデミー単独ステージ

ソウル国立大学混声合唱団単独ステージ
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佐々木総長を始めとする大学及び音楽部関係者の方々に
対し厚くお礼申し上げます。

（学生部）

第１回ハラスメント相談員研修会を開催

去る平成１３年１２月２６日（水）１３時３０分～１６時３０分に「第
１回ハラスメント相談員研修会」が文学部２番大教室で
開催された。
この研修会は、各部局のハラスメント相談員を対象と

して、ハラスメント相談所主催で実施されたもので、研
修会は、碓井ハラスメント相談所長の開会挨拶で始まり、
小柳茂子ハラスメント相談所相談員から「相談に関する
基本的留意点」や「ハラスメントへの理解」等について
の講義の後、実際のケースを想定し、５つの事例に対応
する形で、５班に分かれて班別演習が行われた。
今回は、全学の相談員のうち約４０名が参加し、講義で

は相談の重要性、難しさを改めて実感するとともに、班
別演習においては各班とも熱のこもった討議が活発に展
開され、最後に、各班の発表並びに講師コメントが行わ
れ、予定の時間を大幅に超過して終了した。
なお、今後も更に内容の充実を図り、回を重ねてゆく

予定である。

（ハラスメント相談所）

! 掲示板 "

「教養学部報」第４５４（２月６日）号の発行
――教官による、学生のための学内新聞――

丹野義彦：「教養崩壊」は本当か？
学生生活実態調査の報告とお願い

藤垣裕子：狂牛病問題の提起するもの
科学技術社会論の課題

エンゲルハルト・ヴァイグル：場所を転換する
古城佳子：東アジアにおける共通文化の創出をめざして

東アジア四大学フォーラム２００１年ハノイ会議
に出席して

友田修司：不斉面選択制御の美学
野依良治教授のノーベル化学賞受賞に寄せて

近藤安月子：東京大学教養学部短期交換留学（AIKO
M）の留学生――日本語教育から見えること

石井直方：アンチ・エイジングの実験と実践
ボディビル現役選手に復帰して

〈駒場をあとに・送ることば〉
福永哲夫：身体教養の提案
跡見順子：「福永先生を送る」－実践の人・和と環の人－
川口昭彦：駒場の十九年
大森正之：川口昭彦先生を送る

〈研究所めぐり〉
大森俊雄：生物生産工学研究センター

環境、食糧問題の解決を目指して

〈私のいち押し〉特集：春休み

斎藤兆史：伊藤彦造のペン画
池上俊一：デ・シモーネの陶器
内山 融：MITとハーヴァード
橋本幸士：シャーロック・ホームズ学
片岡清臣：人付き合いと模型ヘリコプター

〈本の棚〉
佐藤俊樹：清水剛著『合併行動と企業の寿命』
三浦 篤：田中純著『アビ・ヴァールブルク 記憶の迷

宮』
形象、記憶、憑依

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、図
書館入口、学生課ロビー、生協書籍部、保健センター駒
場支所で無料配布しています。バックナンバーもありま
す。

（大学院総合文化研究科・教養学部）

国際シンポジウムの開催について

INTERNATIONAL SYMPOSIUM

Emerging Fields of Biomedical Research and New In-

dustry

by Integrating Biotechnology, Information Technology

and Nanotechnology

国際シンポジウム
BT、IT、NTを融合する新領域の育成と新産業の創成

２００２年３月１２－１３日
東京大学医科学研究所 １号館講堂

＜組織委員会＞

新井 賢一（医科学研究所長） 桐野 高明（医学系研
究科長） 桐野 豊（薬学系研究科長）
河野 通方（新領域創成科学研究科長） 小宮山 宏（工
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学系研究科長） 坂内 正夫（生産技術研究所長）
南谷 崇（先端科学技術研究センター長） 宮野 悟／（医
科学研究所副所長）

■参加費無料
■日英同時通訳付き
■講演者の都合によりプログラムが変更になることがあ
りますので、予めご了承ください。

■問い合わせ・申込先 東京大学医科学研究所 松井紀
依（m-toshie@ims.u-tokyo.ac.jp）
会場（東京大学医科学研究所１号館講堂 東京都港区
白 金 台４－６－１ http：／／www.ims.u-tokyo.ac.jp／
imswww／About／Access-j.html参照）の座席に制限が
ありますので、３月１日（金）までに、１）住所、２）
所属、３）氏名、４）連絡先を明記の上、e-mailにて
お申し込み下さい。

DAY１－Tuesday, March１２，２００２

０９３０－０９３５ Opening Remarks

Ken－ichi Arai, Dean, Institute of Medical
Science, Univ. of Tokyo, Japan

０９３５－０９５０ Remarks by the University of Tokyo

０９５０－１２００ Session１：Policy and Strategy

Chair：Satoru Miyano, IMSUT
０９５０－１０２０ Hiroyuki Yoshikawa, President, AIST, Ja

pan

１０２０－１０５０ Kong Peng Lam, Senior Investigator,

IMCB, SNU, Singapore

１０５０－１１００ Coffee Break

１１００－１１３０ John Ryan, Department of Physics, Ox

ford University, U.K

１１３０－１２００ Koji Omi, Minister of State, Science and

Technology Policy, Japan

１２００－１３００ Lunch

１３００－１３４５ Special Lecture

Chair：Yoshito Kaziro, Emritus Professor, Univ. of To-
kyo, Japan

１３００－１３４５ Sunney Chan, Academic Vice President,

Academia Sinica, Chinese Taipei

１３４５－１８３０ Session２：Biotechnology

Chair：Ken－ichi Arai, IMSUT
１３４５－１４１５ Kazunari Taira, Graduate School of Engi

neering, Univ. of Tokyo, Japan

１４１５－１４４５ Jin－Ho Seo, Professor, Dept. of Food Sci-
ence and Technology, Seoul National

Univ., Korea

１４４５－１５１５ Yusuke Nakamura, Director, Human

Genome Center, Institute of Medical Sci

ence, Univ. of Tokyo, Japan

１５１５－１５３０ Coffee Break

１５３０－１６００ Yu－xian Zhu, Professor, College of Life

Sciences, Peking Univ., China

１６００－１６３０ Shin－ichi Nishikawa, Professor, Graduate
School of Medicine, Kyoto Univ., Japan

１６３０－１７００ Keith Stanley, Research Centre for Immu-

nology, Australia

１７００－１７３０ Yoshikazu Nakamura, Professor, Institute

of Medical Science, Univ. of Tokyo, Japan

１７３０－１８００ Taro Uyeda, Gene Discovery Research

Center, National Institute of Advanced

Industrial Science and Technology, Japan

１８００－１８３０ Eisaku Katayama, Associate Professor, In-

stitute of Medical Science, Univ. of Tokyo,

Japan

１８３０－ Reception at Medical Science Museum

DAY２－Wednesday, March１３，２００２

０９３０－１２２５ Session３：Venture Companies & Indus-

tries

Chair：Hisashi Iwase, President and CEO, BioDiscov-
ery K.K.

０９３０－０９５０ Ichiro Nakatomi, President, NanoCareer,

Japan

０９５０－１０１０ Sunao Ishihara, Director, NTT Basic Re-

search Laboratories, Japan

１０１０－１０３０ David Gelfand, Vice President, Roche Mo-

lecular Systems, USA

１０３０－１０５０ Kiyozo Asada, Director, Dragon Genom-

ics, Japan

１０５０－１１０５ Coffee Break

１１０５－１１２５ Masaaki Muramatsu, HuBit Genomix, Ja-

pan

１１２５－１１４５ Andy Watson, Vice President, Quantom

Dot Corporation, USA

１１４５－１２０５ Toshifumi Watanabe, Takeda Pharmaceu-

ticals, Japan

１２０５－１２２５ Hirofumi Doi, Celestar Lexico Sciences,

Japan

１２２５－１３３０ Lunch

１３３０－１４１５ Special Lecture

Chair：Takashi Nanya, RCAST
１３３０－１４１５ Leroy Hood

Director／President, Institute for Systems
Biology, USA

１４１５－１８３５ Session４：Information Technology &

Nano Technology

Chair：Yoichi Okabe, RCAST
１４１５－１４４５ Tomoji Kawai, Professor, Institute of Sci-

entific and Industrial Research,

Osaka Univ., Japan

１４４５－１５１５ Sung June Kim, Director, Nano Bioelec-

tronics and Systems ERC, Seoul National
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Univ., Korea

１５１５－１５４５ Ken Snowdon, Director, Institute for

Nanoscale Science and Technology, Univ.

of Newcastle upon Tyne, U.K.

１５４５－１６００ Coffee Break

１６００－１６３０ Takehiko Kitamori, Professor, Graduate

School of Engineering, Univ. of Tokyo, Ja-

pan

１６３０－１７００ Masaru Tomita, Professor, Keio Univ., Ja-

pan

１７００－１７３０ Johnsee Lee, Executive Vice President,

Industrial Technology Research Institute,

Chinese Taipei

１７３０－１８００ Haruki Nakamura, Professor, Institute for

Protein Research, Osaka Univ., Japan

１８００－１８３０ Kazuko Matsumoto, Professor, Waseda

Univ., Japan

１８３０－１８３５ Closing Remarks

（医科学研究所）

総合研究博物館特別展示「デジタルミュージ
アムⅢ」

東京大学総合研究博物館では、東京大学大学院情報学
環との共催で、特別展「デジタルミュージアムⅢ」を開
催いたします。本展は、東京大学総合研究博物館設立時
より推進している博物館や美術館にデジタル技術を導入
して新しいミュージアムを構築することを目指した、東
京大学デジタルミュージアムプロジェクトの成果を披露
する展覧会です。
コンピュータの上で仮想博物館を構成するMMMUD

（Multi－Media Multi－User Dungeon）システムや、
各来館者の知識や要求に合わせて展示を個人化するため
のパーソナライズ展示、そのために非接触型スマート
カード（博物館カード）を使った博物館展示システムな
ど、将来の博物館展示を支える重要な技術を紹介します。
主催：東京大学総合研究博物館
共催：東京大学大学院情報学環
協力：東京大学史料編纂所

東京大学東洋文化研究所
東京大学理学部附属植物園
東京大学文学部考古学研究室
東京大学文学部国文学研究室
東京大学文学部国語学研究室

総合研究博物館新規収蔵展示「野生動物を追
う」

長いあいだ動物の野外研究は双眼鏡と野帳でおこなわ
れてきた。そこには、素朴な機器類に頼るよりも健康な

脚と鋭い観察眼こそ野生動物をとらえることのできる最
良の道具であらねばならないという信念のようなものが
あった。しかし哺乳類は夜行性のものが多く、また鳥類
は飛翔力にすぐれている。どのようにがんばっても人間
の努力でどうにも知ることのできない領域が厳然と存在
した。現代の機器類の発達は、このような分野へも積極
的な展開を見せるようになった。たとえば１，０００㎞を越
えるような大規模な渡りをする鳥類に電波発信器をつけ、
それを衛星で受信すれば渡りのルートを知ることができ
るという、夢のようなことが可能になった。また山の中
にカメラをセットしておけば暗闇を歩く野生動物の写真
を撮影することが可能となった。
今回の展示では、野生動物を追う研究者たちが使って

いる捕獲装置、追跡装置、自動撮影装置などやその成果
を紹介し、野生動物の野外研究の前線の雰囲気を伝えたい。
開催概要
場 所：東京大学総合研究博物館１階展示ホール
期 間：２００２年１月１２日（土）～２月２４日（日）
休館日：月曜日

ただし１月１４日（月）、２月１１日（月）は祝日のた
め開館
１月１５日（火）、１月１９日（土）、１月２０日（日）、
２月１２日（火）は閉館

開 館：１０：００～１７：００（入館は１６：３０まで）
入館料：無料
問い合わせ：ハローダイヤル０３―５７７７―８６００

URL：http：／／www.um.u―tokyo.ac.jp／
その他：ポスターは学内各所に掲示してあるほか、キャ

ンパス内の総合研究博物館の看板に掲示してあ
ります。

（総合研究博物館）

第６回人工物工学国内シンポジウム

このたび、人工物工学研究センターは、この３月末日
を持って１０年間の時限を迎えることとなり、４月より新
たに１０年間の時限付きセンター組織として、第２期を開
始することが決定されました。
これを踏まえ、来る３月４日に第６回の国内シンポジ

ウムを開催し、第１期における当センターの活動内容を
整理・報告させて頂くと共に、新たに開始する第２期に
向けての決意を表明いたします。
国内シンポジウムの詳細については、以下のとおりで

す。
皆様方のご参加をお待ちしております。

開催日時：２００２年３月４日（月）１０：００～１８：１０
会 場：東京大学弥生講堂（東京大学弥生地区）
主 催：東京大学人工物工学研究センター
共 催：東京大学工学系研究科
シンポジウム参加費：無料
懇親会：１８：３０～ 於：山上会館
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懇親会参加費：５，０００円
◎参加お申し込み・お問い合わせ先
東京大学人工物工学研究センター内
第６回人工物工学シンポジウム事務局
〒１５３―８９０４ 東京都目黒区駒場４―６―１
TEL：０３―５４５３―５８８７ FAX：０３―３４６７―０６４８
e―mail：race―symposium@race.u―tokyo.ac.jp

http：／／www.race.u―tokyo.ac.jp／６th_sympo／
参加ご希望の方は、御名前・御所属・懇親会参加の有

無を明記の上、２月２５日までに上記シンポジウム事務局
あてにお申し込みください。勝手ながら定員３００名さま
に限らせていただきます。

（人工物工学研究センター）

多言語対応版OPACの公開のお知らせ

情報基盤センター図書館電子化部門と附属図書館では
昨年３月の図書館業務システムの更新に伴い、オンライ
ン蔵書目録（OPAC：Online Public Access Catalog）
のサービスを一新し、検索スピードをアップさせるほか
Webリクエストサービスの開始など図書館サービス全
般の向上を進めてきました。
このたび、さらにOPACの機能を高度化し、これまで

のOPACでは難しかった簡体字を含む中国書を検索・表
示できる「多言語対応版OPAC」のサービスを開始しま
した。

多言語対応版OPACサービスURL
http：／／mul.dl.itc.u―tokyo.ac.jp

これまでのOPACでは、中国語の簡体字は、「◆U５６
FE◆◆U４E６６◆◆U９９８６◆」のように黒菱形で囲まれ
た文字として表示され、タイトルの判読すら難しいもの
でした。（図１）
多言語対応版OPACでは、中国語の簡体字も所蔵情報

中の日本語の漢字も全て文字化けなく表示されます。
（図２）
［検索方法］
中国書の目録データ中には、漢字タイトルに加え、単

漢字単位で分かち書きされたタイトル等のピンインが入
力されていますので、漢字タイトル形に加えて、ピンイ
ンによる検索が可能です。
また、漢字は「漢字統合indexシステム」により、同

義の日本語、中国語の漢字はどちらの漢字でも検索が可
能になっています。
［表示方法］
多言語対応版OPACで画面上に表示される文字コード

にはUCS（UTF－８）文字セットを使用しています。
したがってUCS文字セット対応のブラウザを準備してく
ださい。Windows PC, Macintosh PCともに、Inter-
netExplorer５．５，Netscape６．０以上を推奨します。
多言語対応版OPACで、中国語資料を検索するために

は中国語の入力・表示が可能なソフトが必要です。
WindowsPC：

Microsoft GlobalIME, ChineseWriter など
*Microsoft GlobalIMEはMicrosoft社のホームペー
ジより、無償で入手できます。

MacintoshPC：
Apple Language Kit中のChinese Language Kit

現在、東京大学全体では約２８万点の現代中国書を所蔵
していますが、現時点でOPACデータベースには約６万
点の現代中国書の目録データが入力されています。附属
図書館では、平成１２年度及び平成１３年度に文部科学省か
ら図書館機能高度化経費を受け、総合図書館、東洋文化
研究所、文学部、経済学部、社会科学研究所などの中国
書を所蔵している図書館・室を中心に中国書の遡及入力
を進めています。
現段階での入力の対象は現代中国書に限られています

が、今後は国立情報学研究所（NII）の各国語目録デー
タの入力基準の整備に合わせて韓国・朝鮮語やアラビア
語の資料など本格的な多言語対応目録への展開を進めて
いく予定です。
問い合わせ先：情報基盤センター学術情報リテラシー掛

（literacy@lib.u－tokyo.ac.jp）

（情報基盤センター・附属図書館）

図２ 東京大学多言語対応版OPACでの中国書データの

表示

図１ 東京大学OPACでの中国書データの表示

http：／／opac.dl.itc.u―tokyo.ac.jp

２００２．２．１４ №１２２９
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【訂正】

「学内広報」No．１２２８（２００２．１．２３）において、一部誤りがありましたので訂正してお詫びします。

１２ページ、１３ページの「国又は地域別外国人留学生数」において、１２ページと１３ページの間に以下の表を追加

国又は地域別外国人留学生数
平成１３年１１月０１日現在

国名又は地域名
国 費 私 費 合 計

総 計学 部 大 学 院 等 小 計 学 部 大 学 院 等 小 計 学 部 大 学 院 等
学 生 研究生等 修 士 博 士 研究生等 学 生 研究生等 修 士 博 士 研究生等 学 生 研究生等 修 士 博 士 研究生等

パプア・ニューギニア １ １ １ １ １ １ ２
小 計 ６ ５ ４ ７ ２２ ４ １ ２ ７ ６ ４ ６ ６ ７ ２９

北米
カナダ １ １ ２ ６ １０ ２ ２ ４ １ １ ４ ８ １４
アメリカ合衆国 ４ ５ １５ ２４ ５ ３ １１ １９ ５ ４ ８ ２６ ４３

小 計 １ ５ ７ ２１ ３４ ５ ５ １３ ２３ １ ５ ５ １２ ３４ ５７
中南米
メキシコ １ １ ２ ２ ６ １ １ ２ ２ ６
エルサルバドル １ １ ２ １ １ ２
コスタリカ １ １ １ １ ２ ２
ブラジル ９ ５ ４ １８ ２ ２ ４ ９ ７ ６ ２２
パラグアイ １ １ ２ １ １ ２
アルゼンチン １ ２ ３ ６ １ ２ ３ ６
チリ ２ ３ ５ ２ ３ ５
ボリビア １ １ １ １
ペルー ２ ２ １ １ ３ ３
コロンビア １ １ ２ ２ ２ １ ３
ジャマイカ ２ ２ ２ ２

小 計 ３ １６ １７ ９ ４５ ３ ４ ２ ９ ３ １９ ２１ １１ ５４
ヨーロッパ
フィンランド １ １ １ １
スウェーデン ２ １ ３ １ ２ ３ １ ４ １ ６
ノールウェー １ １ ２ １ １ ２
デンマーク １ １ １ １
イギリス １ １ ４ ６ ３ ３ １ ７ ３ １ ４ ５ １３
ベルギー １ １ ２ １ １ ２
ルクセンブルグ １ １ １ １
オランダ １ １ ２ ４ １ １ ２ ４
ドイツ １ ８ ２ １１ １ ２ ５ ８ １ １ １０ ７ １９
フランス １２ ３ １１ ２６ ３ ２ ５ ３ １２ ５ １１ ３１
スペイン ４ ３ ７ ４ ３ ７
ポルトガル １ １ ２ １ １ ２
イタリア ２ １ ３ ６ ２ ２ ２ ３ ３ ８
マルタ １ １ １ １
ギリシャ １ １ １ １ １ １ ２
オーストリア １ １ ２ １ １ ２
スイス ２ ２ ２ ２ ４ ４
ポーランド １ ２ ３ ６ １ １ １ ２ ４ ７
チェコ ２ １ ３ ２ １ ３
ハンガリー ３ ４ ７ ３ ４ ７
ユーゴスラビア １ １ １ １
ルーマニア ３ １ １ ５ １ １ ３ １ １ １ ６
ブルガリア ３ ４ ７ ２ ２ ３ ２ ４ ９
アルバニア １ １ １ １

№
１２２９

２００２
．
２
．
１４
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! 事務連絡 "

人 事 異 動 （教官）

人 事 異 動 （職員）

発令年月日 氏 名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

（昇 任）
１３．１．１６ 鎌 田 実 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科助教授

〃 ! 木 周 大学院工学系研究科助教授 大学院工学系研究科講師
〃 鴨 川 達 夫 史料編さん所助教授 史料編さん所助手

１４．２．１ 齋 藤 英 昭 医学部教授 医学部附属病院手術部手術機器・設備・管
理運営システム学領域助教授

〃 中 村 周 吾 大学院農学生命科学研究科助教授 大学院農学生命科学研究科助手
〃 冨 川 伸 二 医科学研究所附属病院助教授 医科学研究所附属病院講師
〃 三 木 裕 明 医科学研究所助教授 医科学研究所助手
〃 菊 地 康 人 留学生センター教授 留学生センター助教授
〃 � 澤 純 分子細胞生物学研究所助教授 分子細胞生物学研究所助手
〃 野 尻 秀 昭 生物生産工学研究センター助教授 生物生産工学研究センター講師

（転 出）
１４．１．８ 月 尾 嘉 男 総務省総務審議官 大学院新領域創成科学研究科教授
１４．１．２８ 室 町 泰 徳 東京工業大学大学院総合理工学研究科助教

授
工学部附属総合試験所助教授

１４．２．１ 谷 憲三朗 九州大学生体防御医学研究所教授 医科学研究所附属先端医療研究センター助
教授

（併 任）
１４．１．８ 月 尾 嘉 男 大学院新領域創成科学研究科教授 総務省総務審議官

発令年月日 氏 名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

（辞 職）
１４．１．３１ 北 岡 悳旨 辞 職 経理部管財課長

〃 石 川 清 康 〃 医学部附属病院医事課専門職員
（転 任）

１４．２．１ 保 科 豊 次 経理部管財課長 京都工芸繊維大学会計課長

２００２．２．１４ №１２２９
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（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

大学寮の過去と明日

昨年の８月２２日、台風１１号が直
撃する中、東京地方裁判所の執行
官によって、旧駒場寮建物明渡し
の強制執行が行われた。旧制一高
時代の１９３５年以来、６０余年にわた
る歴史をもつ駒場寮は名実ともに
幕を閉じた。約半年を経た今、旧
駒場寮はすでに解体され、跡地の
再開発計画が進んでいる。
廃寮反対運動の過程で、寮に立
てこもった学生諸君に歴史に関する感覚がいさ
さか欠けていたのではないかと感じる教官は、
おそらく私一人ではないだろう。さまざまな形
で報道されてきたように、近年の寮の荒廃ぶり
は目に余るものがあった。学生諸君が守るべき
目標は、２４時間束縛されずに活動できる自由な
空間の確保であり、それが駒場寮という建物で
ある必然性はなかったようだ。歴史建造物に対
する愛着がもう少しでもあったならば、学部当
局との間で、別の形の建設的な対話が可能だっ
たかもしれない。
さて、他の多くの大学人と同じく、私も海外
の大学で開催される研究集会に毎年出かけ、そ
のたびに当地の学内寮や寮食堂のお世話になっ
ている。寮内のバーやプールでリフレッシュす

ることもあれば、図書館やインターネットを無
料で利用させてもらうこともある。休暇中の学
生たちの荷物はきれいに片づけられ、居室は決
して豪華ではないが清潔で快適。そして、経済

的である。久しぶりに会う研究仲
間と寝食を共にしながら議論する
中から、研究のアイデアがつぎつ
ぎと沸いてくる。
会話が盛り上がったところで海
外の同僚から、大会のホストを今
度はぜひ東大で引き受けて欲しい
としばしば口説かれるのだが、一
転、宿舎と会議場の問題が頭をよ
ぎり、暗い返事をせざるをえない。

昨今、世界のトップクラスの大学という言葉が
飛び交っているが、こと国際会議の招へい能力
に関して言えば、本学（とくに駒場キャンパス）
の遅れは際立っている。
今の状況で欧米タイプの新学内寮の建設をと
いうのは夢物語かもしれない。しかし、現在検
討中の駒場寮の跡地利用計画は、ぜひロングレ
ンジの（少なくとも２２世紀までを見据えた）マ
スタープランであって欲しい。なぜ欧米の大学
寮が数世紀にわたって存続し、かつ機能し続け、
他方、なぜ駒場寮が解体される運命に至ったの
か。今、歴史を総括し、将来を展望する叡知が
教官側にも学生側にも問われている。

（大学院総合文化研究科 長谷川 寿一）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№１２２９ ２００２年２月１４日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒１１３―８６５４東京都文京区本郷７丁目３番１号

東京大学総務課広報室 !（３８１１）３３９３
e―mail kouhou@adm.u―tokyo.ac.jp
ホームページ http:／／www.u―tokyo.ac.jp／index―j.html

〔次号の原稿締切〕
２月２０日（水） 午後５時

№１２２９ ２００２．２．１４

20


	目次
	一般ニュース
	部局ニュース
	掲示板
	事務連絡
	淡青評論


